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研究成果の概要（和文）：本研究の主たる目的は、①19世紀末フランスにおける実証主義の展開の思想史的研
究、および②ベルティヨン家についての伝記的研究の二点である。これらの二点について、それぞれ以下のよう
な成果をあげた。
①すべての自然現象を物理法則によって説明しようとする実証主義にとってのアポリアが「身体」であったこと
を明らかにし、「病気」や「痛み」という概念に着目することで、このアポリアに新たな視角からアプローチす
る可能性を示した。
②19世紀フランスの実証主義を体現するベルティヨン家の、アルフォンス・ベルティヨンに注目し、彼と関わり
の深い写真技術の歴史を考察することで、写真イメージの思想史的研究への足がかりを得た。

研究成果の概要（英文）：This study consists of two parts: (1) Epistemological research on the 
development of positivism at the end of the nineteenth century in France. (2) Biographical research 
on the Bertillon family. The results of these two approaches can be explained as follows:
(1) By demonstrating that positivism meets the body as its aporia when it wants to explain all 
natural phenomena by physical law, this study focuses on the notions of "disease" and "pain" in 
order to find a new approach to tackle this aporia.
(2) The Bertillon family has well incorporated the atomosphere of positivism in France at the end of
 the 19th century. Alphonse Bertillon, one of the members of this family, has mainly contributed to 
the development of photographic techinology. By shedding light on the history of photography, this 
study tries to reflect on the photographic image from an epistemological point of view.

研究分野： 思想史、表象文化論
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１．研究開始当初の背景 
 
実証主義の創始者オーギュスト・コントの再
評価の機運は、近年になって世界的に高まっ
てきている。米国の Mary Pickering による
三巻本の伝記が 2009 年に完結したほか、フ
ランスでも 2000 年代に入って二冊の伝記が
刊行されている。日本においても白水社より
『コント・コレクション』全二冊が刊行され
たことは記憶に新しい。コントの思想を前期
と後期とに分け、前期の思想を引き継いだ
エミール・リトレらから、エミール・デュ
ルケームの社会学に至るまでの系譜を跡づ
けるのが、通常の思想史的な理解である。
しかしながら実証主義とは、単なるディシプ
リンの問題ではなく、有機体としての人体か
ら社会までの、人類のすべての次元に関わろ
うとする、一種の思想運動でもあった。実際、
実証主義はコントとその弟子たちのサーク
ルの枠組みを超えて、19 世紀後半から 20 世
紀初頭にかけてのフランスの知識人階級の
価値観や生活様式とも、少なからず連動しあ
っていたのである。学説史からはこぼれ落ち
てしまう、このような思想運動としての実証
主義に焦点を合わせる必要性を認識したこ
とが、この研究に取り組むことになった背景
である。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、実証主義の具体的な展開を、
単にコントらの思想家の著作の中だけでな
く、様々な技術や思想の実践に見出すことで
ある。その上で本研究は、実証主義的な思想
を現実に応用しようとするときに直面する
困難を浮かび上がらせる。そうした困難を今
日的な問題として新たに引き受けることが、
本研究の最終的な目的である。 
 
３．研究の方法 
 
本研究が採る方法は主として以下の三つで
ある。 
 
(1)19世紀末から20世紀初頭にかけて広く興
隆した心霊主義の営みを、実証主義的な思想
の実践として捉えなおす。魂の不死性を信じ、
その実在を科学的に証明しようとした心霊
主義は、19 世紀末における実証主義の一つの
派生物であると言うことができる。この実証
主義の営みを、当時の文献に立ち返りながら
詳しく精査し、「魂」を客観的・科学的に証
明しようとする試みが、どのようなジレンマ
に直面することになったのかを明らかにす
る。 
 
(2)実証主義的な思想が医学に与えた影響を
考察する。あらゆる自然現象を物理法則によ
って説明しようとする実証主義的な思想は、
「身体」や「病気」という概念をどのように

変化させたのか。主として 19 世紀フランス
の医学文献を精査することにより、これらの
概念の変化を跡付けながら、そこに含まれる
今日的な課題を浮かび上がらせる。 
 
(3)アルフォンス・ベルティヨンが開発した
「ベルティヨン法」は、客観的な手がかりに
より犯罪者を特定するための技術であり、と
りわけ彼が重視していたのは写真技術であ
る。本研究は、実証主義の理想を体現するイ
メージとみなされた写真の客観性を再検討
する。主として 19 世紀フランスの写真雑誌
を網羅的に調査しながら、写真のイメージと
客観性との関係をたどり直す。 
 
４．研究成果 
 
本研究の研究成果は主として以下の三点に
要約することができる。なおこれらの三点は、
上述の研究方法の三点にそれぞれ対応して
いる。 
 
(1)「魂」の実在性を科学的に証明しようと
した心霊主義の営みとは、実証主義的な思想
の一つの派生物である。このような心霊主義
の実践における最大の争点とは、心霊の同一
性の問題であった。すなわち霊媒によって呼
び出された心霊が「誰であるのか」が、しば
しば降霊会における議論の中心になったの
である。しかしながら、霊媒たちが、写真さ
らには指紋を用いて、客観的な同一性の証拠
を示そうとした途端に、霊媒のいかさまが暴
かれるなどして、心霊主義の企図は頓挫して
しまう。心霊の同一性を証明するものは、結
局のところ、降霊会に列席した人々の証言で
しかない。本研究はこのように、心霊主義の
営みにおいて、実証主義的な客観性がいかに
して頓挫するかを明らかにした。この成果は
学会発表⑤および図書①に寄稿した論文と
して公表されている。 
 
(2)実証主義的な考え方によれば、「身体」と
は器官の集合体に還元され、「病気」とはこ
れらの器官の失調を意味することになる。本
研究は、このような考え方が医学にもたらし
た変化を、「病気」と「病人」の分離として
捉え直し、そのことの意味を多様な観点から
考察した。「病気」と「病人」の分離とは、
レントゲンや内視鏡などの診断技術の登場
により、「病人」が症状を自覚する前に、医
師が「病気」を発見してしまうような事態で
ある。本研究はまず、図書②に寄稿した論文、
ならびに論文⑦において、こうした事態が医
学だけでなく他の分野にも生じていたこと
を示し、「犯罪」と「犯罪者」を分離しよう
とした 19 世紀末フランスにおける「動物犯
罪学」の試みについて検討した。 
 続いて本研究は、この「病気」と「病人」
の分離が、あらゆる人間を潜在的な病人に変
えてしまう事態に着目し、まず論文②におい



て、医学における「慢性疾患」の位置づけの
変化をたどり直した。さらには論文③におい
て、もはや症状の治療が医学の主たる目的で
はなくなった事態が、「エンハンスメント医
療」という新たな医療を生み出すに至った過
程を振り返った。 
 さらには本研究は、このような医学が、最
終的には「死なないこと」と「生まれないこ
と」の二者択一に陥ってしまう事態を指摘し、
論文①において、「痛み」の概念に着目する
ことで、こうしたジレンマから脱却するため
の新たな身体観の構築を試みた。 
 
(3)司法写真のシステムを発案し、写真の修
正をタブー視したアルフォンス・ベルティヨ
ンが、写真の歴史において極めて重要な役割
を占めていることは、これまでにもたとえば
アラン・セクーラの著名な論文などにおいて
指摘されてきたことである。本研究は、ベル
ティヨンが確かなものにした写真と客観性
の結びつきを、写真史の中に置き直し、様々
な観点から再検討を加えた。 
 論文⑧においては、瞬間写真が技術的に成
立する過程をたどり直した。そこで検討した
のは、フィルムの発明に不可欠だったセルロ
イドの役割についてである。瞬間写真により
爆発などの事件現場が写真に収められるよ
うになるには、可燃性の極めて高かったセル
ロイドにより、写真というメディア自体が一
種の爆発物になる必要があったことが、本研
究により明らかにされた。 
 論文⑥および学会発表④において検討し
たのは、三脚の歴史である。三脚は写真にと
って不可欠な道具でありながら、これまでの
写真史研究においては、まったくと言ってい
いほど調査がなされてこなかった。このよう
な未踏の領域に着手した本研究が、詳細な文
献調査により明るみに出したのは、19 世紀の
写真をめぐる言説において、三脚が問題にさ
れる際には、しばしばその「高さ」が争点と
なっていたという事実である。すなわち、カ
メラを「目の高さ」に設置できることが、三
脚の重要な役割であると、繰り返し論じられ
ていたのである。この事実を手がかりに、本
研究は、写真が「見たまま」の客観的な映像
として受け入れられるのは、それが「目の高
さ」のイメージであることからもたらされる
擬制であるとの可能性を示した。 
 学会発表③において考察したのは、写真に
おけるサイズの役割である。写真はしばしば
足跡などの痕跡に比されてきたが、原理的に
オリジナルのサイズを保持するこれらの痕
跡とは異なり、写真が被写体のサイズを保つ
ことは稀である。本研究は、19 世紀の半ばか
ら今日に至るまで、例外的な場面で試みられ
てきた「原寸大」写真の歴史を振り返った。
それにより明らかになったのは、写真が「原
寸大」を目指そうとするとき、写真はしばし
ば「写真ならざるもの」に変質してしまうと
いう事実である。たとえば写真による絵画の

原寸大の複製は、しばしば絵画そのもののよ
うに取引されてきた。これにより本研究が明
らかにしたのは、写真が被写体を「ありのま
ま」に表象するとされるのは、実際には被写
体と異なるサイズの、しばしば極めて小さな
イメージであるときのみであるという事実
である。 
 学会発表①においては、写真と修正の歴史
について考察した。フランス国立図書館での
文献調査により、写真修正を扱った 19 世紀
の戯曲を発見した本研究は、そこにおいては
修正が写真をむしろ現実に近づけるための
手段として描かれていることを明らかにし
た。ところがやがて瞬間写真の成立により、
写真が現実を「ありのまま」に写すものとみ
なされるようになると、修正は現実を歪める
ものだとの認識が広まるようになる。こうし
た歴史を確認した上で本研究は、常に現実と
の参照関係で問題にされてきた修正が、デジ
タルの時代を迎えて、もはや現実とは関係の
ないイメージを生み出す可能性を提示した。 
 
 以上の三点にわたる成果は、「身体」と「イ
メージ」をめぐる思想史的な考察のもとに統
合されることになる。論文⑤においては、ハ
ンス・ベルティンクの「イメージ人類学」に
その手がかりを求めた。さらに学会発表②に
おいては、南方熊楠の思想に、「イメージ」
をめぐる新たな思想の萌芽を見た。その上で
本研究は、「フェティシズム」という概念の
思想史的研究に着手することで、ベルティン
クの観点とは異なる視角から、「身体」と「イ
メージ」の問題に取り組むことができること
を見出した。この新たな視角は、2017 年度よ
り科研費（基盤 C）の交付を受けることにな
った研究課題「フェティシズムの思想史――
19 世紀西洋における「所有する主体」の誕生
と身体」として、本研究の成果を引継ぎつつ、
展開される予定である。 
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